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5年前 社長の邸宅設計室を立ち上げ



建物工事金額1億円以上の案件のみを行うチーム
１件の平均3億円 10億円超えの大型案件を年間１件



環境シミュレーション
日照シミュレーションにより最適な窓の高さ形状を検討 
シミュレーションにより建物の形状も変更も行います 
近隣の建物もモデリングするため建物完成後の最適な設計 
を事前に検討することが可能になりました 

Walkthrough CG 
打ち合わせはTVモニタで行います 
内部仕上げ・照明・家具が配置されたリアルな空間を 
動き回りイメージを共有し設計者と意見交換を行います 
3DCGは3次元の設計データと同期し設計図面と完全一致 
しCGと設計図面の食い違いは一切ありません 

BIM + VR
クライアントが直接計画中の建物に入り打ち合わせ 
図面ではわかりづらい『広さ感』や『距離感』を 
リアルに体験し　設計にフィードバックします 
VRでの打ち合わせ中に設計者と意見交換することで 
発想が膨らみ新たなアイデアが創造されます

設計から監理まで全てREVITを使用 CG・動画はENSCAPE



実際の建築主 VR打合せ風景







新規提案
PROPOSAL

基本設計
PRELIMINARY DESIGN

実施設計
CONSTRUCTION DETAILS

⼊札・査定
ESTIMATION/QUOTATION

⼯事監理
CONSTRUCTION SITE





建築主との打ち合わせ



上場企業
若手CEO



建築の素人だが意思決定が早い

そのためには十分な
かつ厳選された判断材料が必要



考える図面

図面の種類
Drawing type

見せる図面 つくる図面



見せる図面

建築を学んでいない⼈にとって記号等駆使し理解するには困難
図面を介して「設計意図をできるだけ正確に伝達する」ために、
日常会話とは異なるコミュニケーション技術が必要



車を買うときはディーラーで実車を試乗する





?

Architects client

まあ、なんとなく
良さそうかな？





そんな人達から建築家はどう見えているか





図面・動画・VRによる打ち合わせの有効性を
数値化できないか



⾺淵⼤宇
博⼠（建築学）/ ⼀級建築⼠
岡⼭理科⼤学⼯学部建築学科講師



図⾯による⼀般的な打合せと VRによる打合せ
建築主と設計者の発⾔のログをとり分析



調査結果
Investigation result

VRだと
建築主から会話が始まる

図面による打合せでは
前半部分 設計者が
1人で喋っている

図面による打合せでは
建築主の発言の約7割は
『へー』『ほー』頷きで

意味のある発話は3割ほど
しかない



従来の図面による打合せ
meeting with drawings







SE
探索（Search）

空間や物等を「探索」もしくは「確認」した発話。
対象者（探索）︓●●の部屋は、どのくらいの⼤きさでしたか︖
対象者（確認）︓●●の部屋は、■■の部屋の隣にあったよね。



SA
特定の評価(Specific assessment)
「特定」の空間や事物等に対する「評価」や「⽐較」に関する発話。他律・⾃律の区別は問わない。
他者（評価）︓この部屋が●●になります→ 対象者︓すごく雰囲気のよい部屋で想像以上です。
対象者（⽐較）︓●●から⾒える景⾊に⽐べて、ここから⾒える景⾊は絶景ですね。



!
感嘆(Exclamation)
「感動」や「興奮」「驚き」等の感情が⾔語化された短絡的な発話。他律・⾃律の区別は問わない
他者（驚き）︓ここから●●から■■が⾒えますよ→ 対象者︓あっ、あった︕
対象者（感動）︓わぁーーーーー。



AG
相槌(Agree)
他者の発話に対して⼩出しにはさむ「返事」や、⾃発的に発話する「⼝癖」等の発話
他者（返事）︓これが●●になります→ 対象者︓うんうん。
対象者（⼝癖）︓えーっと。



図⾯による打合せ
Meeting with drawings

打ち合わせ 総チャンク数は建築主が設計者の2倍ほど発言をしているが…



図⾯による打合せ
Meeting with drawings

AG（相槌）を除いたチャンク数 有効な発言は154回しか無い



施主総チャンク数

711

図⾯による打合せ
Meeting with drawings



図⾯による打合せ 5件での調査

建築主（上:AG 下:AG以外）設計者

Meeting with drawings



図⾯による打合せ 5件での調査

AGAGを除いたチャンク

事例 01
施主総チャンク数

711 417 313 484 267
事例 02

施主総チャンク数
事例 03

施主総チャンク数
事例 04

施主総チャンク数
事例 05

施主総チャンク数



冒頭の発言
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図⾯による打合せ冒頭の発⾔
Meeting with drawings

打合開始 終了

対象事例 1
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図⾯による打合せ冒頭の発⾔

建築主

設計者

Meeting with drawings

打合開始 終了

対象事例 1
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建築主

設計者

打合開始 終了

対象事例 2
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対象事例 3



図⾯による打合せ冒頭の発⾔

建築主

設計者
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Meeting with drawings

打合開始 終了

対象事例 4
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Meeting with drawings

打合開始 終了

対象事例 5



meeting with drawings

図⾯による打合せ

前半は一方的に設計者が話をし
後半になり概要を理解し始めたクライアントが質問をする



設計者が分かりにくい図⾯で話し続ける打ち合わせは
クライアントにとっては結構な苦痛になっていることを設計者は理解しているか？



動画による打合せ
meeting with Movie



我々のプレゼンテーション動画には設計者が話す⾔葉
を字幕にして⼊れることがある
建築主があとで⾒返した時忘れないように
家に帰り家族にも同じ説明ができるように
字幕を⼊れることで動画が設計者の代わりにいつでも
どこでもプレゼンテーションを実⾏してくれる



外観ファサード検討の事例
動画により様々な⾓度から⽐較検討が可能
設計者から動画を送ることで建築主は空いている時間
に確認することができる



外観ファサード検討の事例
動画により様々な⾓度から⽐較検討が可能
設計者から動画を送ることで建築主は空いている時間
に確認することができる



動画打合せのメリット
Investigation result

同じ目線で会話ができる 時間の短縮 場所と時間の制限がない



VRによる打合せ
Meeting with VR

建築主から 発言し始める
発言内容が具体的
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対象事例 1

VRによる打合せ
Meeting with VR
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建築主

設計者

打合開始 終了

対象事例 1

VRによる打合せ
Meeting with VR



建築主

設計者

打合開始 終了

対象事例 2

VRによる打合せ
Meeting with VR
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対象事例 3

VRによる打合せ
Meeting with VR



VRによる打合せ
Meeting with VR

VRをかぶっている人が一番発言が多い





AGAGを除いたチャンク

事例 01
施主総チャンク数

262
事例 02

施主総チャンク数

302

VRによる打合せ
Meeting with VR

事例 03
施主総チャンク数

227



上位3 コードは、① AG（相槌） ②！（感嘆） ③SE（探索）

VRによる打合せ



話題冒頭の推移
Meeting with VR

VR体験者
冒頭の発話

!(感嘆)コード
の推移先

AGを除いた体験者の最初のコード割合は！[感嘆]が最も多い
！[感嘆]から推移はSA[評価]への移⾏が最も多い



VRによる打合せ
Meeting with VR

わあー
！[感嘆] SA[評価]

天井が高くて気持ちがいい



VRの有効性検証
VR effectiveness verification

VRで何をすれば理解力が増すのか？



VR effectiveness verification

VRの有効性検証

空間の理解度の調査

モデルハウスに配置された物の有無や位置
空間の有無や位置を理解できるかテストを⾏った

テストは
物の有無10問位置5問
空間の有無5問と位置5問 計25問
大学生12人でテスト



VRの有効性検証
VR effectiveness verification

n=12



VRの有効性検証
VR effectiveness verification

n=12

*

* P<.05



VRの有効性検証
VR effectiveness verification

生活行為を行う → より理解度が増す
特に部屋の位置関係は顕著



VRの有効性検証

n=12



VRの有効性検証
VR effectiveness verification

VRで手にしたものは 鮮明に記憶される傾向が見られる



VRの有効性検証
VR effectiveness verification

VR観覧後は 建物に興味が湧く

n=11

173%



VRの有効性検証
VR effectiveness verification

興味を持つ度合いは VR中の行動による違いはない

n=11



建築主（上:AG 下:AG以外）

従来の図面打合せ

実際の会話は少ない

設計者

AGを除いたチャンク

VRの打合せでは
有効な会話が多い

3件の事例合計
791

図面
5件の事例合計

2,192

VR

AG（頷き）

！
【感嘆】

SA
【評価】

建築主が自ら

評価まで口にする

建築主から発言

内容が具体的

話題冒頭の発言-図面

話題冒頭の発言- VR



今後の研究

建築主の理解度を数値化

↓
建築主にとってより分かりやすく

ストレスのない打ち合わせを追求していきます



VR等でわかりやすいツールを使うほど 我々のデザイン・設計力が重要になる
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